
第１６回 北関東支部総会 議事録 

 

〇定足数について 

 議決権のある会員 １７名 

 参加者 ４名 

 委任状 委任状 ８名 

 参加者＋委任状で１２名となり過半数の９名を越えたことから 

 総会は成立 

  

 

〇通常は参加者の中から議長を選出して私（支部長）が議案を説明する 

 ところであるが、今回の参加者は４名の少人数であるため私が議長を 

 兼ねることで議事を進める。 

 

 

〇議事内容 

 第１号議案 

  令和元年度 活動実績 

    支部総会は前橋で行い、群馬部会は３か月に１回の開催を行ってきたが 

   ３月例会は新型コロナウィルスの影響で中止となり３回の開催となった。 

   また、令和２年８月はインターハイの登山競技に協力する予定で群馬部会で 

   準備を進めてきたが新型コロナウィルスの影響でインターハイが中止となった。 

 

   

 第２号議案 

  会計報告 

    会計については、総会、群馬部会、栃木部会の会場費やコピー代の処理が 

   遅れたしまい令和２年度に精算することになってしまった。今年度は遅滞なく 

   処理する。 

  

 第３号議案 

   事業計画 

    ・来年の支部総会は茨城県内の予定。 

    ・例会は茨城１回、栃木２回、群馬４回程度を予定 

    ・お天気フェアーは新型コロナウィルスの影響もあり前橋、水戸は中止が決定 



     宇都宮地方気象台はこれから決めるとのことなので実施する場合は協力する 

    ・例年は日光合宿への協力を行っているが、昨年の参加者が２名しかなく、 

     東京での天気図検討会で参加者が見込めるようなら開催する予定であったが 

     新型コロナウィルスの影響で今年は中止とした。 

     来年度も参加者が見込め、開催できるようであれば協力していく。 

  

 第４号議案 

   予算 

    ・来年度の総会、例会の会場費、資料代、交通費を計上 

    ・また今年度の未処理分も計上 

 

  

 第５号議案 

   その他 

    本部社員総会の報告 

     ・第３号議案については結論が出ていない。今後ＭＬ等でどんな結果になったか 

      報告があると思われるので見てほしい。 

 ・予報士会の組織率が下がっている。本来であれば内向きの勉強会でなく外向き

の防災プロジェクトや講演会を行って魅力ある活動をしていければよいが、

特に栃木部会、群馬部会は活動可能な会員が少なく予備講師まで揃えること

が難しいため、例会などを行って新しい人材を見つけていく。 

 

 

質疑応答 

 【樋口会員】 

  ・予算について、交通費補助、会場代も会費から出しているのか？ 

   回答  交通費補助は公共交通機関を使って片道1000円以上の場合は補助を支出し

会場費も支部で支出している。 

       会費は受益者負担分（会場費、資料代）のためであるが群馬部会は会場費０

円、栃木部会は 1000 円程度と低額のため支部で出している状況であるが、

会場費が高い会場で行う場合を考えて例年通り会費、会場費を計上した。 

  ・予備費は？ 

   回答  予備費は数年前に群馬部会でのハッピや茨城部会での実験装置製作費とし   

て計上したので今年度も同額を計上。 

       今年度もハッピのクリーニング代や新たな実験装置の制作などがあれば予

備費から支出する。 



  ・繰越金について 

   回答  支部活動経費 45,000 円分は毎年使っていくのが普通であるが、例会など 

では使いきれないのが現状。 

       以前はプロジェクターを購入することも検討したが、会場で借りることも

できるし保管場所をどうするかの問題もあって購入に至らなかった。 

       また、講演会など外向きの活動のために使うことも考えられるがマンパワ

ー不足、特に栃木、群馬では講演会が行えない状況のため現在に至っている。 

 

 

以上、議案書の説明・質疑応答の結果、議案書の単純な打ち間違えを訂正することで 

議案は全会一致で承認されました。 

 


